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に U が 撒 ら れ る と す る と，Li　 et．　 hyd ・・ ti。・ の 強 い i・n だ th・ ら，・・lip・id と pr ・ t・i・ と の 結 含 紛 離 す

る こ と に な る 。 虻 の 点 ，亀 の 機溝 を考え な け れば な ら な い だ ろ 5 。

　　　　　　　　　兩 棲 類勧期 發生 に 及 ぼす X 線 の 影響 　天 沼　昭 （大阪
’
市大 ・理 工 ）

イ モ Y の 脳 か ら灘 後 期 ま で の 間 で ex、　 x 線 に 対す る感受性は ・陷フ・ を始 め る 麟 に 最
’
も高 くな る 。 こ

の 峙期 に ，
X 線を照射 した胚 と．正 鴬 な膵 と の 間 で ，予 定 外魅葉 を交換移殖す る と 、処 理 され た予定外 胚 葉

を もつ 轡 に 諂 入 の 黙 が多 く生 じた．こ れ は 浮 定外腰 が x 繍 謝 の 叢線 紳 鋤 艱 び造 形運

動が ， k・・
． k られ た た め と 思わ 素・る。 対 称 と し て 証 常勧 間 で も郵 雪を行 つ た が ・・ 瑚 合 に 生 じた 陷入

の 異状 は ，後 に 調 整 さ れ て 発生 を 続 t）
’
た．実駿胚 で は ， 発 生 州 亭止 が 多 くみ ら れ た ）

麟 驃本 を調 ぺ 巌 黒 卵黄餅 に ，退 化 し た 馳 もつ 細 包髄 … 　 コ・ れ は 色素 を 多 く も ち ・卵難 が 非

常 に 小 さ か つ た 。 こ の よ 5 廉 懃 ま，嬾 で は 全 くみ ら れず，正常 な予定 懸 勲 移慰 一た ifに も少 く 誕

理 外胚葉 を も つ た 胚 に 特 に 多 くみ ら れ た D

問 発 生 初 期に m 。1・。 i・ 色 勸 轍 在す る と 申 され る 紛 附近 の 物 質 の ・m ：t・ ti・ i・ d・・ を 比 鞭 淀 さ 萋冗

ま した か ． カ エ ル 卵 で 私 の 見 た 所 で は ，正 獣 も の で 麟 碗 分裂灘 殆ん ど見 ら れ な い よ 5 に 思 い ま す ・

〔千島喜 ，鳩 ） 答 mit ・・i・ 1・ d・・

广
は 贓 し て お り ま 凱 ・ し か し X 雛 蹴 し

r
‘ ・ 手 戯 し ない

embryD で 色素 の 存在す る ceEl が embryo の
一

部 に 集 つ た よ 5 な場合 が 見 ら れ ま した 。

　　　　。 タツ とイ ン ドフ ヱ ノ ール の 8 蜘 の 眼 の 發 生 に 庶 鑼 響 川 上 泉 （九 大 ・瓔 ・生 ）

N 。 SCN ｛、％ ） と 2，6−di・h｝・ ・。 ph ・ n 。 li・ d・ pheii ・ 生 騨 獅 B ・ゆ の 胚 に 及 1＝iす ・b・用 ・及 び 盲拷 と Li

との 拮抗耀 を見 た 。
・ ダ ソ 雌 ん 嚠 f程 そ の 難 嘩 行 を翫 る ・

St　2 → St・玉碓 8 ヨ竊 ）髄 理 で 螟 の

背 施 素層 の 綴 化 を （1．1 艸 ・。），
St ・6→ S ・ ユ3 （・80 繝 ）で ・虹 獅 縁 瑚 靴 及 び肥大 を起 す ・ 作

用 離 と 僻 部位 と 畷 甑 駒 発 卿 ・断 ・Lti・F と
・附 的 で 励 オ  有髞 で の 聴 こ よ ろ 織 麟 と tv

隅 期 で は相当 の 鰍 薩 碌 に 思 練 恩 い つ れ に し て も 可 ・ の 研 状灘 用 鵬 しチ Ptt ・ の 酸化抑

制 で あ る と す る と 酌 い 様 に 思わ纛偽 。 イ
“
・・ S7 　rz　f　 r一ル の 作用舗 異的 な点は ・ 購 勵 揃

一E
一
な くて は ・

少 くと も頭 部 es官 の 発 生 へ の 糶 硯 ら れ な い こ と と ，左 右 の 鼻 ，恥 生 ず る 場合
1
・ も 眼 の 発生 が 完全 に

搬 ら れ る teMが 多数 あ る こ とで あ る ．
・ ダ ン は Li の 鞭 擱 へ の 拘翻 勺な 影響 を 簾 さ せ る ・

　闘 　ロ ダ ソ ソ ーダ の 場 合，目以 外 の 部 労 は 如何 で す か 。（大木 建肓）　
「
答 　脊索 の 変 化 は 貴 氏 の 結 果 と同

概 内沖 1脳 葉 の 頒 鐚 も 嬬 ・の 贓 難 。 　 問 di・hl… phen ・ 1−i・ d。ph ・ n ・ 1 蔚 ｝・ ど の 鼬 羅

を あたえ る もの と 芝拷 え で
．i−t ・。　 答 今 の と こ ろ ，こ 嚥 異的 な 作用は 下親 ・

　トノ サ マ h’エ ル 半 數 体 幼 生 の 発生 と正 常 及 び KCN 瀦 冊 との 関係 宮 田 澄男 （兵麒 大 ・生物

原溺 以ac ）F ノ サ ．。 、i・
’

エ ル 半数 雌 生 の 発郭 拌 盤 素蔽 量 の vapmを二 簡 イ・と比輙 聢 した ・ 原棚 ≡

で は 両 者 間 に 酸素消費 量の 差異は 殆 どな い が、驃化直前頃 よ り，漸訳 両 者 の 差異 は 黙叢 に な り，採 餌 す る 時

期 の 二 倍体 の 消費量 は 半数体 の 1．5 倍 に 増 加 す る 。 即 ち ，発育に 伴 5 酸素消費量 の 増加 率 が 半数 体 で は明 ら

か に 少 い こ と が 結論 で き る 。 発 育に 拌 ら乾燥 体重 の 減少は 半数体 で は遅 い が ，
こ れ ば末 利 用 卵 黄 の 残 存 ，し

たが つ て 内部形 態 の 分化 不 艮 と関働 ヨあ る 。 特 に 舳 蹴 分化 不 良 及 び数 飢 域少 は 半貅 の 酸素消費量 の 少

い こ と の 直細 な
一

因 と 考 え ら れ る 。

一
般 に 半騨 の 酸灘 費蜀 重 KCN ｝こ よ つ て 二 鮴 よ り阻害 され る ヒ

と砂 な い ． 更 に 半貅 の h｛ll。G。・ 蹴 N に よ 研 吸 の 膿 状齪 ま 潔 を 与慧 か つ た 二 儺   そ 溜 こ 類

似 して い る 。

ヒ キガ エ ル の 高媼靂理卵 の 發 生 に拌 う楼酸 量の 變化 に つ い て 　長谷川和 （愛知学芸 大
・名 占屋 分 校 ・生 ）

ヒ キ ガ エ ル の 卵 を 入工 注精 しそ の 5〔1 分 後 33−−3：
°C の フiく中 に ユO 分 間入 れ た 後．室淘 の 水卞 に も ど し発

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 〔103冫
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